21世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」講演会開催報告書

（化学研究所）　江崎信芳

演者：Hung-wen Liu（テキサス大学教授、USA）

演題：The mechanistic studies of UDP-galactopyranose mutase: an unusal role of

　　　FAD in enzyme catalysis
　　（UDP-ガラクトピラノースムターゼの反応機構解析：　酵素触媒におけるFAD

　　　の特異な役割）

　　（当初の予定と変更されました。）
場所・日程：化学研究所・2003年10月20日（月）

総参加者概数：30名

講演内容：

UDP-ガラクトピラノースムターゼは、結核菌などの細胞壁に含まれるガラクトフラノースの生合成に関与しており、これらの細菌において必須の役割を果たしている。一方、ヒトをはじめとする高等生物はガラクトフラノースをもたず、本酵素ももたないことから、本酵素の特異的阻害剤を開発すれば新たな抗菌剤として利用できる可能性が考えられる。Liu教授の研究室では、本酵素の触媒機構に立脚した特異的阻害剤を開発すべく、精緻な研究を展開しており、フラビン補酵素の関与する本酵素のユニークな触媒機構とともに、触媒機構に基づく特異的阻害剤の開発など、非常に興味深い最近の研究成果が紹介された。鋭い質問が大学院生や若手教官から多数投げかけられ、それに対してLiu教授は丁寧に分かりやすく答え、大変活気のある学術講演会となった。

